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ゾウの
あし

足はなぜ
ふと

太いの

●
りくじょう

陸上にすむ
さいだい

最大の
どうぶつ

動物

 ゾウは、
りくじょう

陸上にすむ
どうぶつ

動物のなかではもっとも
おお

大きな
どうぶつ

動物です。
たいじゅう

体重は、アフリカゾウで７

トン、アジアゾウで５トンにもなります。
あし

足が
ふと

太くなっているのは、この
おお

大きな
たいじゅう

体重を
ささ

支え

るためです。

●
しょうげき

衝撃をやわらげるクッション

 
あ し

足には、それぞれ５つの
ゆび

指があります。５つの
ゆび

指は１つの
にく

肉の
かたまり

塊に
つつ

包まれており、
あし

足が
じ め ん

地面につくときの
しょうげき

衝撃をやわらげるクッションの
やく

役をしています。

●
ある

歩く
はや

速さ

 ゾウは、ふつうに
ある

歩くときは
じ そ く

時速４～６キロメートルです。しかし、
き け ん

危険を
かん

感じて
に

逃げた

り、
こうげき

攻撃する
ば あ い

場合は
じ そ く

時速４０キロメートルもの
はや

速さで
はし

走ることができます。

ゾウが
ある

歩くときは、どしんどしんと
おお

大きな
じ

地
ひび

響きをたてるのではないかと
そうぞう

想像されます。

しかし、
たいじゅう

体重の
い ど う

移動がなめらかにおこなわれ、リズミカルに
ある

歩きます。また、
あし

足には

クッションがあるので
あし

足を
いた

痛めることもないのです（監修・今泉 忠明）


